
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～東雲町内会自主防災組織 防災教室～ 

 

 

 

き ょ う の き ょ う ど う 

今日の協働 
砂川市市長公室課防災対策係   

防災講話では実際に起きた震災での事例などを参

考にしながら、段ボールベッドの有効性や備蓄品の必

要性についてのお話をしました。今回の講話が、ご家

庭での備蓄について見直すきっかけになければと思

います。 

 

 

 

  

 

 

８月３日、東雲町内会自主防災組織で防災教室を行いました。１７名の方が参加され、防災講話、

非常食の試食及びダンボールベッド設営訓練を行いました。 

 

非常食体験では、アルファ米とパンの試食をしてもらいました。「パンがしっとりしていておいしい」「こ

っちの味の方が好み」など様々な感想がありました。現在、備蓄用の食品にはいろいろな種類や味があり

ますので、興味を持った方はぜひ調べてみてください。 

段ボールベッドの設営訓練では、皆さんで協力して組み立て、寝心地や耐久性などを体験してもらい

ました。日常ではなかなか使用することがないかと思いますので、非常時に慌てないためにも、作り方や

使用感を知ってもらうことが出来て良かったと思います。 

 


